
矮睫 躙核塀嗜塚輻蝙鰈軋餡鶉黎鰤鼈靱蘊儡

蟷雉ご憑聰褥鰺饉躙甕嘲骰蛉 繭掏饉膨審輻鸞憮蝙惧颯頷け、

鰊攀儡な人贔隋漑鐵同鰊炸炒な。

雛硼1槻争業務熾率の政議を進峰、超少了高齢化社会の至電来|こ犠えるたぬ.

② 孵匈匈、匈詳‡膊蟷惧鶉魃鮨鰺り、褥鰈ドK褥瘍鰊畿ン笞雖閻檜鶯m。

蒻鰈穆少子高麟化による財政不安を少しでも解,肖 すると共に、
民間ノウハ引 こよる施設)抵濯のイ轟4直な、搬|ずるたぬ。

蛛爾畿褥鐘鍮けて強隋爾夢鋏晰軋巫鞣鞣筵檜粽鰊饉晰く膵鮮雉啄馘壌瘍
鰈はM昴儡晰炒m。

蜀躙颯職務上のマンネ|り 化を誘止し、イT政業務筵イノベーションを起こしてしヽくため.

11月 9[]に 市長らと懇談後、31年度予算喪璽書を提出

麟颯瘍巾晰咤簑餃鍮鶉巡%をは少藉漑晰魃勒、儡瘍疱‡逼洟塀血録颯隆‡遍

椰嘔颯騒ぬ。

価鷹鼈襴災害復1霧儀:こつしヽて|よ神戸市が鑑|こ完済、西寓蒲も来年度中|こ完,斉する中で、芦震南は依然約150億円の理僕を残すため。

⑤罐華釉隆踪瘍蜀麒鑢魏鑽壺勿慧熙曖警炸鰺濶嬌鰺鰈晰麒膊颯辣け、な暉靱颯蟷鰺勒蛉埒魏魃八痣蠅饉又昴晰鶉炒な。

発lh輻 輩霊が重病の早期発見ができるよう健すた機。市民,議足度命向上と医療費の1奪縁|」 効果を図る。

⑥ 笞蝙隋珈鼈饂瘍暉顆鐘褥顆熙は、L颯猜鰺恣レ輻躙颯爾鰤瘍骰錮膊鰺赳吻晰炒な。

輻躙鋏ごみ焼却施設|ま今後、再資源化、■ネルギー利用等の機能が求められるが、
芦屋蒲単独で高度機総級を有する建麟えが財政上圏難なため、スケールメリットによる

事業手法を提案.

② 鰺輯吻雉鮨哩入饉―ム瘍入燿晰吻饉埒颯写、1輻鰈蜀は冬鰺宦八鶉凸餘鰺儡魃血蜻

颯颯鰺はな饉囃颯炒m。

躙輻躙毎年500人を超える待機者があり、2125年 1こ 翻塊世代が後期高齢名になると要なる増加が
見込まな、早期 |こ 対策を講じる必要があるため。

西窟南との統合施設が協議中の

画宮西部処理センター

③ 軋蝙駿礁彎碕巡餃檄饂隆鶉八靱躙癸巫颯餃、爾巡咬壕通隋魏麒骰瘍漑霰膊鰈踪《避示瑯孟蠅蝙檄魃靱くLm。

朧1蜀腑宮川護岸、薦芦遷浜護岸|ま しヽずれも兵庫県の管轄。獄と市|よ上下関係|こ あらず、景の動きを見るだけでなく声屋毒の姿勢を示せとしヽうこと。

◎ 櫃椰楼塚瘍鯰贔堂掏釉骰綺燎蝙飩埒軋て、L慇務係絣晰軋吼颯魃
絣嶼揚袋‡遍隆鶉警輻豚ぬ。

聰1量莉 主体交差|よ総事業費3◇〇億円が見込ま舞るため、まず|よ必要性、優先度を
電1藪ぬるための議奎研究を提案。

幼l罵教育の充実 |よ 未来を振う子ども達の発達を促進する
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機 恣号 (欝艤驚鑽鸞錢)

艤譲鐵鐵壼饉鸞犠驀襲、欝鸞震 饉驚欝艤震篤鶴づ

く毎鶴饉壕癬鐘翁獲震/幣饉 罐鶴難携鶴踵靱 轟麟醸

/鰺繭撃颯大学饉群撃颯大撃購経鸞鑢麟爾甕料《議了

(鰻鸞簡醸鰺奮艤慾ム)/諄菫、翻塞饉懸膊畿彎贔

鶯して籠繭爾/ア 入鶴纂織父 (懲 賣 會斃)

撥濃斡攀幾/′

メ
鐵鶴鶴9年鬱粛苺議懸磯鷺轟鮭《亀 (議轟議驚}

′′シ討進―鶴雛入学校、購轟雛購攀響糠、鷲繭

鸞鐘鶴等鱗、爾繭攣購大学経濃撃議誰難//奪鷺畿

‡譲鸞鸞壼‐艤でシステム議ンジ壼F占 振薔|1警:111鵜/
総務鸞襲委員畿機擬幾/事饉徹ア難機巖鸞饉鶴麟

⑩ 鶉鰺謬嗽瘍伶堂蒻貶躊又繹鰺孟、山雛憮綺疵懃褥咎烙炒m。

鑑瘍躙》33年度まで|こ 8園から5回 1蹴廃含されるが、幼梵数資の充実で芦屋の
プランドカを高める。



緻1作絣鱚褥鰊磯スト瞼臨‡こな鶉饒彎繹愧鰊蠅直しはり
鼈眈瘍鰈畿翻枡|こつ聰て
増)瞑財

業務のうち、作業単位での稼働時間を言己録し、作業ボリューム権定

量白勺な形で算出すること|ま できなしヽかつ算出したデータを効率自勺な運

営のための計画策定に活用していくことはできなしヽかつ

趾)あな
①効率白勺な行政運営の必要性
2025年 に|よ団塊世代が後期高齢者となる。 (超少子高齢化社会)そ
の影響で生産年齢人□ |よ減るが行政の仕事 |よ 増える。市職員の超過

勤務が減 っていない現状を鑑みると、コス トの大中轟増力EIよ 避けらね

なしヽ。

②効率自勺な要員酉首置、予算藝己置の必要性
より効率的な行政運営を進めるために1よ業務量を定量的な形で見え

る化し、効率的な要員配置や予算配置を進めていく必要がある。

③原価意識を伴う業務効率性改善の必要性

超過勤務時間|よ ここ3年間、比較的高めの数値でほぼ横ばしヽとなって

しヽる。作業を見直すことでの業務効率性を向上させる必要もある。

3)鶴券

全庁的な把握 |よ経費や作業負担の面から日寺間を要すると考えている

が、新たな業務委託やシステムの導入を検討する際に|よ費用対効果検

証のため、順次実施している。来年4月 より、人事給与システムを更新
する。こねまで|よ職員が月ごとに集計してしヽた勤務時間・時間外勤務
の時間がシステムの中で常B寺更新できるようになる。それにより、職

員の総労働8寺間がデータ化されることになる。システムにより得られ

たデータをどう活用してしヽくかを段階的に検討していきたいと考えて

しヽる。

・́ヽ耐織騰鼎辟中柵儡孵鍛徊蝋 編|よ…

芦履市が予算編成時 |こ 示す長期財政収支見込みによると、今後 10年間、市

税収入 |よ模 |ボ

｀
いで維持されるも命の、平成3俄年度以降 |ま地方交付税や臨時財

政対策債など、国ん`らの支援 |よ多くを盟めなしヽ見通 しです。平成31年度の実

質収支見込み |よ約 14億円の赤字決算、8年先には累計4ア億円の収支不足が想

定されてしヽます。基金残高も80億円を下□り、財政φ硬直化は間違いなく進

みます。

参後9年間の芦麗市博又支見込み (一般財源)※平成30年 2月発表

1爾I AIや RPAの導入:こ よる負担軽減|こつしヽで
理)漑尚

導入による効果があること|よ 間違いないが、費用対効果としては疑

間が残る。費用対効果を意識した導入を考えるためにも、現段階で|よ

率先して導入するので|ま なく、先進事夕」の研究などの情報収集に努め

るべきタイミングなのではなしヽか。

9〕 繭鸞
①業務自動化の技術導入の潮流

マンパワー不足の解

'I竜

、働き方改革の推進という形で 劇やRPAな ど

の業務の自動化の技術を取り入れている自治体が増えている。

躙饒辣贔靡陽頸燿屁躊鑢趙蠅餞魃靡絋蘊鰤骰孟曖浴褥鰊麒鰈脩濾
平成30年 12馬 議会で、一般職の勤勉手当および特房|:職 (市長、高1市長、

教育長、議会議員)の期末手当0.05ヶ用分の増額案が提案され、賛成多数で

可決されました。しわ`し、我々の会派 |よ反対をしました。

②遇渡期であるが数の導入コスト

民間企業においても有効な活用につしヽて試行錯誤している段階であ

り、導入にかかるイニシャルコス ト・ランニングコス ト|よ決して小
さしヽと|よ言えなしヽ。

③導入による効果

間しヽ合わせ業務に活用されているケースが多いが、導入したとして

も職員の間しヽ合わせ業務がゼロになる訳で|よ ない。また、関しヽ合わ
せ業務が職員の主たる業務と言う訳でもなしヽ。

3)鐵弁

市民サービス向上と効率化の観点から取 り纏むべきものと考えてい

る。事業者とともに先進事夕』在研究 しつつ、会議録作成システムを試

験導入 し、検護を進めている。会議録作成システムにつしヽて |よ 、8書」程

度の正解率が得られており、議事録と音声が産ちに確認できるメリッ

トがあると評価 している。次年度に1よ本格稼働させようと予算要求を

している。

圏 健康ポイント鶴磯農狐凛軌ス|こつしヽて
1)機

“
(`餞 康ポイント制度を試行的に実施できなしヽかつまた、事務作業量の

増加を抑制するためにも、電子マネーなど既存の仕組みを利用するこ

とでの実施は考えら絵ないかつ

2)鷲量

①積極的な健康増進を促すための効果的な施策

様々な自治体で導入されてしヽる。県下でも先行して実施している川

西市におしヽて|よ 健康分野の数値が改善されてしヽる効果が出ており、

実施の有効性が認められている。

②組織横断自勺な取組みに繋がつてしヽく可能性
健康増進のみならず、行政の様々な行事やイベントヘの参力日を促す

仕組みとして 機能してしヽくことが期待される。

③既存の仕組みを不|」用した先進事例

高砂市のように、電子マネーを活用することで 事務作業量を減らす

取組みをしている自治体も存在している。

3)審弁

健康ポイント制度の導入 |よ平成31年度の事業実施に向け、行政改革
:に 1小 ワ tスニ′,К '日 ′C=‐ 菫
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討を進めてしヽる。またプロジェク トチームに参加 してしヽる商工会等と

も連携 して段階的な拡充を目指 し、導入手法 |よ参加 しやすく協力店舗

の負担が少なくかつデータ活用が容易なものを検討 してしヽく。

ヽ蠍ヾ
:‖

‖1‖計‖‖||卜 ・`.

目の前に迫る財政難に備え、全庁的に行財政改革へ取 り組む覚憾が欠タロし

ている命ではないか、との懸念から一石を投 じるものです。声屋 iち の長期財

政収支見込みが厳 しい興通 しとなる中、今すぐにでも行政改革 |こ 着手すべ

き、職員間に行政改‖への意識を醸成 して欲 t,い 、との願し功 ら`敢えて反対

したものです。

単年度赤字という将来予測を目前 |こ した状況で、職員磯勤勉手当、特別職

の期末手当を0.05ク 用分引き上げることが妥当な経営半1」 断とは思えません。

i曽額を見送るのも一つですが、″雄えばこれが人事評1面 を有効 )島 濯 し、 「濠 ]長

り度合しヽ1が良好で、周 りの職員誰もが職務優秀と:‐忍める者に対 し、動勉手

当を害」り増 しするとしヽう改正案であれば賛成 します。

勤勉手当および麟大手当1曽額による財源は合わせて約 1,800万 円ですが、

こ社を市債 (借金)の繰 り上げi=:選 や、基金 (頚貯金)の積み立て |こ 回すぐ

らいの党悟を示して欲しかつたのが本音です (,

…懺総群職距‖輔躙常 |‖肥蠅瑯帥榊儡柵‖|1躙
置ヽ

議案に反対しながら受 1サ取ること|ま できないので、同じ会派の大濠議員と

相談した結果、蟻額分の5万 5620円 (2人分)を芦屋市が職員派遣で支|′曽す

る熊本興益城町へ義援金として送金さ1・ていただきました。「スズメの涙」1譲

どの金額で恐縮ですが、熊本地震の被災地復興への想いが届 |」 ばと願しヽます。

※政治家の寄附行為 |ま公職選挙法で禁 じられてしヽますが、選挙区の有権者お

よび事業者以外 |よ適「 |]除外であり合法です。
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